
宮
武 

剛  

の�
社
会
保
障  

言  

論�

は
低
迷
し
、
逆
に
年
金
受
給
者
の
増
加
や

高
齢
者
医
療
費
の
膨
張
を
主
因
に
給
付
費

は
一
定
の
伸
び
を
続
け
、
90
年
代
は
対
国

民
所
得
比
が
13
％
台
か
ら
20
％
台
へ
急
上

昇
し
た
。

01
年
度
に
は
約
81
・
4
兆
円
・
22
・
53
％

に
達
し
た
が
、
国
民
所
得
の
伸
び
悩
み
、
社

会
保
障
給
付
費
の
抑
制
で
、
そ
の
後
5
年

連
続
で
対
国
民
所
得
比
は
23
％
台
に
と
ど

ま
る
。
06
年
度
の
23
・
87
％
は
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
0
・
07
％
、
15
年
ぶ
り
の
減
少
だ
っ

た
。小

泉
政
権
に
よ
り
01
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
財
政
再
建
の
た
め
の
社
会
保
障
費
抑
制

策
が
色
濃
く
に
じ
み
出
た
。

揺
れ
動
く
社
会
保
険
料
収
入

社
会
保
障
の
財
源
は
、
保
険
料
と
公
費

を
中
軸
に
す
る
が
、
保
険
料
収
入
は
99
年

度
に
調
査
史
上
初
め
て
対
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス
を
記
録
し
た
。
02
〜
04
年
度
も
連
続

で
マ
イ
ナ
ス
に
落
ち
込
み
、
05
年
度
1
・

77
％
、
06
年
度
2
・
73
％
と
、
よ
う
や
く
微

増
に
転
じ
た
。

加
入
者
の
給
与
と
事
業
収
益
の
増
加
、
運
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●

社
会
保
障
給
付
費
●

時
代
を
映
し
、

時
代
を
導
く
統
計
値

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
保
障
制
度
か
ら
の
給

付
費
は
、
2
0
0
6
年
度
で
89
兆
1
0
9
8

億
円
に
上
る
。

こ
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
統
計
値
は
、
1
9
5
0（
昭
和
25
）年
度

以
来
、
時
代
の
変
遷
を
映
し
な
が
ら
、
社
会

保
障
の
あ
り
方
を
問
い
か
け
て
き
た
。

90
兆
円
時
代
へ
の
足
踏
み

敗
戦
の
傷
跡
が
な
お
深
い
1
9
5
0
年
度

は
総
額
1
2
6
1
億
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
の
60
年
代
後
半
に
総

額
は
2
兆
円
台
に
膨
れ
る
も
の
の
、
対
国

民
所
得
比
は
5
％
台
で
推
移
し
た
。

総
額
・
率
と
も
に
上
昇
す
る
の
は
70
年

代
末
で
、20
兆
円
・
12
％
の
時
代
を
迎
え
る
。

そ
の
後
、
80
年
代
前
半
に
30
兆
円
台
、
後
半

に
は
40
兆
円
台
を
突
破
し
た
。

91
年
度
は
50
兆
円
台
・
13
・
51
％
、
94
年

度
の
60
兆
円
台
・
16
・
16
％
、
97
年
度
の
ほ

ぼ
70
兆
円
台
・
18
・
17
％
と
、
3
年
ご
と
に

大
台
に
乗
っ
て
い
く
。

付
加
価
値
の
総
額
で
あ
る「
国
民
所
得
」

は
、
個
人
と
企
業
・
団
体
の
1
年
間
の
稼
ぎ

で
あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
国
民
所
得
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用
収
益
の
上
昇
、
失
業
者
の
減
少
な
ど
で
経

済
に
”薄
日
“
が
射
し
始
め
た
証
拠
だ
が
、

現
在
は
一
転
し
て
欧
米
の
金
融
危
機
が
世

界
に
暗
雲
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

06
年
度
の
給
付
費
内
訳
は
、「
年
金
」53
・

1
％
、「
医
療
」31
・
5
％
、「
福
祉
そ
の
他
」

15
・
4
％（
う
ち
介
護
対
策
6
・
7
％
）。
ほ

ぼ
5
対
3
対
2
の
比
率
が
固
ま
っ
た
。

機
能
別
に
み
る
と
、「
高
齢
」（
年
金
、
介

護
、
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
）で
50
・
1
％
、

次
い
で「
保
健
医
療
」（
医
療
保
険
給
付
、
公

衆
衛
生
等
）の
30
・
8
％
、「
遺
族
」（
遺
族
年

金
、
戦
争
犠
牲
者
援
護
）の
7
・
2
％
な
ど
。

高
齢
者
医
療
費
や
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
等
を
抜
き
出
し
て「
高
齢
者
関
係
給
付
費
」

に
ま
と
め
る
と
、
総
額
の
69
・
8
％
を
占
め

た
。
こ
の
高
齢
者
関
係
給
付
費
は
84
年
に
総

額
の
50
・
4
％
、
92
年
60
・
2
％
、
03
年
度

70
・
1
％
と
急
テ
ン
ポ
で
シ
ェ
ア
を
広
げ
た

後
、
医
療
や
介
護
の
給
付
抑
制
で
足
踏
み
状

態
に
あ
る
。

カ
ン
フ
ル
剤
か
栄
養
剤
か

日
本
の
社
会
保
障
の
位
置
づ
け
を
測
る

主
要
国
と
の
比
較
は
、
近
年
、
O
E
C
D
基

準
の「
社
会
支
出
」が
使
わ
れ
る
。
施
設
整

備
費
、
住
宅
補
助
、
雇
用
促
進
の
積
極
的
労

働
政
策
等
を
含
め
一
回
り
大
き
な
概
念
に

な
り
、
日
本
は
05
年
度
で
96
・
2
兆
円
、
国

民
所
得
比
26
・

24
％
（
05
年
度

の
社
会
保
障
給

付
費
は
87
・
8

兆
円
、
23
・

94
％
）
と
概
算

さ
れ
た
。

社
会
支
出
の

対
国
民
所
得
比

で
主
要
6
カ
国

を
比
べ
る
と
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

42
・
34
％
を
ト
ッ

プ
に
仏
、
独
、

英
の
順
で
、
日

本
は
米
国
の

20
・
31
％
よ
り

高
い
程
度
。

社
会
保
障
負

担
と
租
税
負
担

が
国
民
所
得
に

占
め
る
「
国
民

負
担
率
」も
、
当
然
な
が
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

70
・
7
％
を
筆
頭
に
仏
独
英
の
順
に
高
く
、

日
本
は
38
・
3
％
、
米
国
は
34
・
5
％
に
と
ど

ま
る
。

赤
字
国
債
に
代
表
さ
れ
る
国
の
借
金
を

含
め
た「
潜
在
的
国
民
負
担
率
」で
は
、
日

本
は
国
民
負
担
率
を
6
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

44
・
60
％
、
米
国
の
5
ポ
イ
ン
ト
や
独
仏
の

4
ポ
イ
ン
ト
よ
り
高
い（
表
参
照
）。

大
恐
慌
の
回
避
へ
、
各
国
と
も
必
死
の
財

政
出
動
に
乗
り
出
し
た
だ
け
に
、
先
行
き

の
潜
在
的
国
民
負
担
率
は
急
上
昇
す
る
だ

ろ
う
。

経
済
の
安
定
な
し
に
社
会
保
障
制
度
の

充
実
は
図
れ
な
い
。
だ
が
、
バ
ブ
ル
経
済
崩

壊
後
、
小
渕
政
権
は
旧
来
型
の
公
共
事
業

に
膨
大
な
公
費
を
投
入
し
、
国
と
地
方
の

借
金
を
膨
ら
ま
せ
た
。
景
気
浮
揚
の
”カ

ン
フ
ル
剤
“
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
社
会
保

障
と
い
う
生
活
を
支
え
、
内
需
を
喚
起
す

る
”栄
養
剤
“
の
大
事
さ
、
を
教
訓
に
し
た

い
。
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  日　本   米 　  英 　  独 　  仏 　  スウェーデン�

 社会支出 26.24％ 20.31％ 28.20％ 36.65％ 40.65％ 42.34％�

 国民負担率 38.30％ 34.50％ 48.30％ 51.70％ 62.20％ 70.70％�

 潜在的国民負担率 44.60％ 39.60％ 52.10％ 56.00％ 66.30％ 70.70％�

�※資料・外国はOECD調べ、日本の国民所得は内閣府調べ、潜在的国民負担率は財務省調べ。�

■
宮
武

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉

県
立
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に
『
介
護
保
険
の
再
出
発

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』

（
保
健
同
人
社
）。

表　社会支出と国民負担率（対国民所得比）の国際比較（2005年）
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